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はじめに

　血管内治療による血栓回収療法（endovascular 
thrombectomy：以下「血栓回収療法」と記載）は，
長足の進歩を遂げてきた．しかし，その有効性が証明
されたのはつい最近のことであり，2015年に報告され
た 5 つの臨床試験 （MR CLEAN１），ESCAPE２），
SWIFT PRIME３），EXTEND－IA４），REVASCAT５）)
の成功を受けて，本療法はようやく前方循環の近位主
幹動脈急性閉塞患者に対する標準的治療法として認知
されたのである６）．有効性を証明したとはいうものの，
上記 5試験はいずれも中規模試験であったため，個々
の結果のみでは解明できない疑問も残された．すなわ
ち，治療開始時間が遅い患者，高齢者，軽症患者，お
よびアルテプラーゼ静注療法の非適応患者に対する血
栓回収療法の有効性は未証明のままであった．本研究
の目的は， 5試験のデータを共有することで，個々の
臨床試験単独では解明し得なかった疑問を検証するこ
とである．

方　法

１ ．対象試験および治療内容
　解析対象とする臨床試験の抽出には，Medline およ
びPubMedを含むオンライン・データベースを用いた．
検索条件は，2010年 1 月 1 日から2015年12月23日に公
刊された脳梗塞の血管内治療に関する比較試験で，画
像検査によって前方循環の動脈閉塞が証明され，かつ
最新の血管内治療機器を用いたもの，である．検索の結
果，MR CLEAN１），ESCAPE２），SWIFT PRIME３），
EXTEND－IA４），およびREVASCAT５）の 5 試験が抽
出された．これら 5試験はそれ以前のすべての試験と
異なり，大血管閉塞を有する患者（すなわち血管内治
療の有効性が見込める患者）のみを対象とし，第 2世
代の血栓回収機器（第 1世代よりも高い再開通率と低
い合併症率が期待される7) 8)）を用いていた． 5 試験
いずれにおいても，急性期脳梗塞患者が血栓回収療法
と標準的内科治療の 2群に無作為割り付けされた．両
群とも，アルテプラーゼ静注療法の適応患者は，全例

BAC2201_081-087_Journal01_Kondo_F2.indd   81 2017/01/12   14:36

SAMPLE
Copyright(c) Medical Review Co.,Ltd.


